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平成２０年度第５回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
日時：平成 21年 2月 23日(月) 15時 30分～ 
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 2階  
主催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
「活性アルミ微粒子による水分子分解/水素製造の方法」 
客員教授 渡辺 正夫 
((株)ハイドロデバイス 代表取締役) 
「PEFC 用高分子ヒドロゲル電解質膜の機械的特性の向上」 
材料物性工学科 准教授 駒崎 慎一 
講演要旨 
（１）アルミ結晶を機械的に破壊して結晶内部にミクロな亀裂を生成させるとともに微粒
子化する。反応性の強いアルミ原子に囲まれたアルミ結晶内の亀裂空間（nano-space）
における化学反応の特殊性につき議論し、水分子分解/水素生成の機構を提案する。 
（２）優れた機械的特性を有する AMPS電解質膜の開発を目的として、長時間安定性に及ぼ
すスルホン酸量の影響について調べるとともに、AMPSの一部をアクリルアミド（AAm）
で置換した膜を作製し、初期膜強度に及ぼす AAm添加量の影響を調査した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ １Ｗ（３Ｖ、３５０ｍＡ）のパッシ
ブ型燃料電池（右）を駆動する“携帯型水
素製造器”（左）。水素ガスは活性アルミ
微粒子パック（ガラス製の水素発生器の左
後ろにある）を水に入れて製造する。 
 
図２ 電解質膜に AMPS（2-アクリルアミド
-2-メチルプロパンスルホン酸）を用いた
PEFC（固体高分子形燃料電池）の模式図と
AMPS膜の引張試験の様子（右下）。 
  
 
平成２０年度第６回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
 
日時：平成 21年 2月 24日(火) 15時 00分～16時 00分 
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 2階  
主催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
 
酸化亜鉛薄膜の合成と次世代機能デバイスへの応用 
客員教授 平尾 孝 
(高知工科大学ナノデバイス研究所 所長) 
  
概 要 
 酸化亜鉛（ＺｎＯ）はバンドギャップが約３．４eＶの半導体で低温合成が可能でありＴ
ＦＴとして応用したとき従来のアモルファスシリコンＴＦＴより高移動度であるため次世
代ディスプレイや電子ペーパーなどへの応用が期待されている。また可視光に対して透明
であるため透明ＴＦＴなどへの応用が期待されている。 
本講演ではスパッタリング法によるＺｎＯ薄膜の合成、加工等デバイス開発に必要不可
欠な要素技術を述べ、これらを用いたＺｎＯデバイスの開発事例として液晶、有機撮像素
子、電子ペーパー、紫外線センサ等の応用について述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ ZnOの結晶構造                 図２ ZnO膜の光透過スペクトル 
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